
事業計画書（依頼試験事業）
１　申請者及び事業の概要
	（１）申請者

	
	事業所名
	岡崎市役所株式会社

	
	代表者職氏名
	代表取締役　岡崎　太郎

	
	所在地
	〒444-0034
岡崎市十王町2丁目９番地

	
	主たる業種
	※日本標準産業分類「E.製造業」の中分類で記載してください。
輸送用機械器具製造業

	
	主たる事業内容
	自動車専用生産設備の関連備品製作等

	
	会社設立年月日
	平成11年12月24日

	
	資本金（出資金）
	1，000万円
	従業員数
	35人

	
	電話番号
	0564-23-▼▼▼▼

	
	FAX番号
	0564-23-○○○○

	
	メールアドレス
	soumu@city.okazaki.rg.jp

	
	連絡者職氏名
	総務部総務課　室長

	（２）事業名
○○開発のための▼▼試験

	（３）実施期間
令和〇年〇月〇日　～　令和▼年▼月▼日

	（４）実施する事業について
①事業の背景
当社の主な事業としては、輸送用機械に使用されている○○の設計、製造、それを用いた▼▼の組立であり、大手自動車メーカーを含めた約30社の顧客に製造委託をされ生産を行っている。

近年、生産設備設計にもデジタル化の波が押し寄せているため、生産設備設計に付加価値をつける必要性を感じている。

　また、自社ブランド製品もつくっており、○○を製造販売している。
②事業の目的
現在、売上の▼割近くが、１社のメーカーに依存している(以降〇社とする)ため、相手先の経営状況に左右されやすい。〇社からの受注減少や、世界情勢のあおりを受けて、自動車生産量も減少したため、弊社としての売り上げも減少している状況である。

また、昨今の原材料の高騰、電気代の高騰などにより、利益の確保も難しくなってきている。

自動車業界は100年に1度の変革期を迎えるといわれており、先の見通しが難しい状況であるため、今後は、自動車産業以外の事業である自社ブランドの製品の開発が課題である。
③事業の内容
事業の内容として開発している自社ブランド製品について「▼▼試験」を、様々な分析に対応可能な設備と蓄積技術を持つ、一般社団法人▼▼センターへ依頼し、自社ブランド製品の品質を分析評価する。
これらの評価に基づいて、新製品をブラッシュアップさせ、売り出しが可能な製品を作り出す。
③事業の目標
・自社ブランド製品「○○」の開発及び量産に向けた機能性や性能基準の分析データの把握と信頼性の担保を得ること
・分析結果による製品のブラッシュアップ
・年度内に製品を売り出し可能な製品とする



２　他の公的補助金（助成金）の交付を受けた実績

· 国、県、市等から過去１年以内に補助金を受けたことがあるものを記入してください。
	補助金名
	令和５年度岡崎ものづくり支援補助金(見本市出展事業)

	事業主体（国、県、市等）
	岡崎市

	テーマ名
	メッセナゴヤ2023

	補助金額
	35万円


３　他の公的補助金（助成金）との重複(当てはまる場合はレ点を入れてください。)
☑本補助金申請と同内容で国、県等への申請は行っていません。

※本補助金申請と同内容で国、県等へ申請を行っている場合は重複して採択しません。

記載例
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